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＜週間連絡・連絡事項＞

· 4月10日(月)～6月2日(金)の8週間、作業療法の実習1名あり。

· 4月11日（火）13:30～　症例検討会・行動制限最小化委員会あり。

· 3月分経過連絡票を提出のこと。

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～体重を落とすこと、仕事はやるべきことはきちんとやるようにと助言あり。

· 高橋　百壽様　～体調不良でデイケア欠席が続いていることについて、通所が難しい状態ではある
　　　　　　　　と思うが、家にこもらず天気の良い日は散歩などするようにと助言あり。

· 我満　奈津紀様～中絶について、小坂先生と連絡を取り受診日を決めるようにと話しある。

· 森田　清助様　～血圧測定の結果について助言あり。

※　月曜日の外来を院長先生と田名部先生が担当される旨、外来受診者に伝えています。

＜利用者様情報＞

· 井畑　光湖様～本人から面談実施時期について希望あり。現在は状態安定しており、何か問題
　　　　　　　あれば本人から話すことができている。当面は面談を週1回から月1回へと変更し、
　　　　　　　普段のかかわりの中で状態等について伺っていくこととする。
　　　　　　　⇒「身だしなみチェック」は５月まで継続する。「欠席時の連絡」は時々忘れる
　　　　　　　ことがある為、連絡するよう声掛けする。交際相手（関秀治様）の欠席時に本人も
　　　　　　　欠席することがあるため、様子観察する。今後も同様の状態が続けば通所の目標を
　　　　　　　再確認し来所を促していく。

· 岩城　敏夫様～青風荘より、今朝大野　友章様とトラブルがあったとの申し送りあり。デイナイト
　　　　　　　ケア利用中は大野様の動きを目で追う様子見られるが、トラブルなく過ごされる。

＜利用者様検討＞

○古舘　ヨリ様（52）　統合失調症　デイケア利用中

現状

· 自立支援法施行以降の医療費の負担について、スタッフを変えては訴えを繰り返している。制度の概要と本人様の負担額について説明しているが、十分に理解できない様子。スタッフを変えて質問し対応する職員によって答え方が異なるため、不安になっている。

· 「今手元にこれしかお金がない。足りなくなったらどうしよう」「通院費がかかるから、お昼はデイケアで取らないで自分で買いたい」など生活費が足りないことも訴えている。外科受診もお金がかかるとの理由で通院を控えている状態。

· 生活費については役所や姉様に相談するよう促すが、実行されていない。

対応

· スタッフを変えて訴えを繰り返すことで、かえって問題解決が滞っていることを本人に伝える。

· 医療費の負担については、情報の混乱がないよう対応スタッフを決める。

· 生活費のやりくりについては、金銭出納帳をつけるなどして確認する。また、自分で役所や姉様に相談するよう声掛けする。
○　巴　勇樹様（26）　統合失調症　デイケア利用中

現状

· 就労についてスタッフとの面談を希望している。就労の為に必要な態度について今後、面談し確認予定。

対応

· 同世代の他メンバーが就労に向けて活動していることもあり、本人なりに「仕事」のイメージはある様子。面談ではイメージを明確化し、現在の問題点、努力する点と結び付けていく。

· 本人の作業能力検討のために、プログラム時間内でのチェックポイントを設定する（チェックポイントの設定は面談時に実施）。そのチェックポイントに沿って声掛け、観察する。

